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研究成果の概要（和文）：アレルギー表示のある加工食品中のアレルゲン濃度の測定を行った。対象は鶏卵、牛乳、小
麦を微量に含む食品（μg/gレベル）とした。測定はELISA法にて検討した。調査を行った加工食品の約半数は、μg/g
以下（検出限界以下）であった。卵、乳表示の数種の製品では、20μg/gを超えていた。小麦表示の多くは、検出限界
以下であった。
保育所内の調理場及び、給食提供場所に飛散するアレルゲン量の測定を行った。調理室では、小麦粉料理を作成した際
に他の料理へアレルゲンの混入が認められた。食品中のアレルゲン量や混入に関する情報提供によって、重大事故を防
止が可能と思われた。
 

研究成果の概要（英文）：We measured allergen concentrations in processed foods labeled as containing 
minimal allergens. Allergen such as wheat, milk and eggs were measured using ELISA technique. About half 
of the investigated products contained allergen less than the detection limits. However, some products 
contained over 20 micrograms/gram of milk or eggs. Most of the snacks using soy-sauce contained wheat 
less than the detection limit.
We also measured allergens in the air environment of nursery kitchen facilities and lunch rooms. We 
confirmed contamination of meals with wheat allergen when flour was used in the kitchen at the same time. 
Information of antigen measurements maybe useful in preventing serious accidents by contamination.

研究分野： 栄養学　食品学

キーワード： 食物アレルギー　給食　アレルゲン　加工食品

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
小児食物アレルギーは増加傾向にあり、10
万人以上の児に影響を及ぼしている。乳幼児
期の食生活を担う保育所における食物アレ
ルギー対応給食の複雑化は必至であるが、事
故防止のための情報検討が不足している。 
 
２．研究の目的 
本研究は、保育所給食作成・給食提供におけ
る環境中のアレルゲン量の把握と臨床症状
との関連性をふまえながら対応給食のリス
ク要因の抽出と事故防止のための方策を検
討する。 
 
３．研究の方法 
(1)保育所調査 
大分県内の保育所を対象に、対応給食の  
有無、ヒヤリハット事例、誤食事故の内容、
問題点等を抽出した。 
 
(2)対応給食実施状況調査 
大分県内における保育所を対象に、対応給食
作成、代替食実施状況調査を行った。    
 
(3)加工食品中のアレルゲンの測定 
保育所給食で汎用される加工食品で、原因食
物（鶏卵・牛乳・小麦）を微量に含むもの、
及び上記原因食物の注意喚起表示がなされ
ている製品を対象としてELISA法にて検出を
行った。検出は，厚生労働省医薬局食品保健
部通知法による「FASTKIT エライザ Ver.3」
キットを用いて行った。 
 
(4)保育所環境中に飛散する微量アレルゲン
の測定 
保育所調理室及び給食提供場所、ならびに提
供された給食中に混入する原因食物（鶏卵・
牛乳・小麦）の検出を行った。検出は，上記
(3)と同様とした。 
 
(5)小児期の発症閾値、発症頻度の低いアレ
ルギー症例及び自然歴の検討 
連携研究者の所属する病院を受診した患児
を対象として、食物経口負荷試験の結果を集
積し、発症閾値の分布を検討した。発症頻度
の低いアレルギー症例及び、大学生を対象と
したアレルギー罹患状況を検討し、保育所で
の症状誘発のリスクや自然歴について検討
した。 
 
４．研究成果 
(1)大分県下 87 施設から回答を得た。原因食
物は鶏卵、牛乳で半分を占め、エビ・カニが
１割、ついで魚類、小麦、キウイであった。
対応給食を提供できているのが 65.5%、対応
給食作製は「問題ない」14.9％、「大変であ
る」「苦労するができる」が半数であり、「大
変である」施設は「問題ない」施設と比較し
て対応食種が多かった（p＜0.05）。ヒヤリハ
ット事例は、気づかずに誤配膳、または直前

のチェックによって誤配膳を防いだ人為的
なミスが最も多かった。また対応給食作製上
の問題点として、診断書の解釈が難しい、給
食作製に手間がかかるなど、現場への負担が
うかがわれた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 大分県下の施設関係者へアンケート調
査を行った。回答数は158名で回収率は97％
であった。対応は 4市平均 74％の施設が行っ
ていた。対応内容では、卵が主体の料理は
魚・肉・豆腐料理（28％）へ、プリン等卵菓
子はゼリーに（39％）、牛乳は豆乳（24％）
に代替されていた。また保育士は調理に関与
せず栄養士・調理員が行っていたが、栄養士
は代替食品の選択の幅が広く、調理の栄養素
的配慮がみられた（p＝0.007）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) アレルゲンの測定は，原材料に「卵，牛
乳，小麦のいずれかを含む」あるいは「鶏卵，
牛乳，小麦のいずれかを使用した設備で製
造」（注意喚起表示）記載のある各 40 種、の
べ 120 種について測定を行った。小麦 23 製
品、牛乳 25製品、卵 24製品では検出限界以
下であったが、牛乳で 7 製品、卵 7 製品は
20μg/g を超えていた。また、個別表示の「醤
油（小麦を含む）」は 1μg/g 未満あるいは検
出限界以下であった。一括表示では、数μg/g
検出されるものがあったが、その由来となる
複合原材料が判別しづらい傾向にあった。 
 
(4)県内 6 カ所の保育所内の調理室作業台、
コンロ、冷蔵庫付近、流し台、食品庫、鍋収 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
納スペース、ワゴン、職員机、ランチルーム
等についてシャーレを設置し、調理作業を通
じて空気中に飛散した原因食物を収集した。
あわせて、作製した給食の中で、原因食物を
含まない料理中への混入状況を検討した。調
理室内の牛乳の飛散は 1〜数 μg/g 未満であ
ったが、「巣ごもり卵」作製時の生卵、「ムニ
エル」「香草焼き」など小麦粉、パン粉を使
用した調理台では、20μg/g を超える濃度の
卵、小麦アレルゲンが検出された。給食中の
混入においては、全施設でごはん中には混入
がみられなかった。しかし「魚フライ」献立
時に、本来原因食物が含まれない味噌汁（味
噌そのものは小麦アレルゲン濃度が検出限
界以下）に 20μg/g 以上の小麦アレルゲンが
検出された。 
 
(5)食物経口負荷試験における加熱鶏卵陽性
患者の最小閾値は 2.7μg、生乳陽性患者の最
小閾値は 22.9μg 、うどん陽性患者の最小
閾値は 4.42μgであった。また現役大学生を
対象に食物アレルギー調査を行い、自然歴を
観察した。現在、食物アレルギーと思われる
症状のある学生は 7.8%で、そのうち診断を受
けている者は 2割にとどまった。原因食物は
甲殻類や果物が主であり、小児とは異なって
いた。さらに食物アレルギーの多様性を検討
するために、給食で汎用される果物（柑橘類）
等に関する食物アレルギー症例の検討を行
った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 柑橘類アレルギーの症状の多くは、3 分の
2は OAS（口腔アレルギー症候群）であるが、
中には FDEIA(食物依存性運動誘発アナフィ

ラキシー)を呈する者がいた。これらは集団
生活の中で初期発症することもあった。そこ
で症状が誘発された患者血清を用いたイム
ノブロットによりIgE結合能を検討した。OAS
の原因アレルゲンは主にプロフィリンであ
ったが、FDEIA の原因タンパクは、プロフィ
リン以外であることが示唆された。またオレ
ンジとグレープフルーツなど、柑橘類間では
交差反応が認められたため、給食での対応品
目について考慮が必要と考えられた。 
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